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　これからの時代は，情報化，グローバル化が進展し，多様な事象が複雑さを増す中，進化した
人工知能（AI）が様々な判断を行ったり，身近な物の働きがインターネット経由で最適化される
IoTが広がったりするなど，Society5.0とも呼ばれる新たな時代の到来が，社会や生活を大きく変
えていくとの予測もなされています。
　文部科学省では，こうした状況を踏まえ，高等学校学習指導要領を改訂し，教科等横断的な資質・
能力として「情報活用能力」を位置付けるとともに，共通教科情報科の内容を充実し，共通必履
修科目としての「情報Ⅰ」を設けるとともに，「情報Ⅰ」の発展的選択科目としての「情報Ⅱ」を
設けました。
　本教材は，「情報Ⅱ」を担当する全ての教員にその内容を事前に学んでいただき，これからの時
代に必要な資質・能力を生徒に身に付けてもらうために作成しました。本教材を積極的に活用し，
「情報Ⅱ」を担当する教員が「情報Ⅱ」を教える準備を進めるとともに，実際の授業においても活
用いただくことを期待しております。
　最後に，本事業の推進に当たり，検討委員会の主査をお務めいただいた中川一史教授（放送大学）
をはじめ，御尽力いただいた全ての関係者の方々に感謝申し上げます。

　学校における児童生徒のICT環境整備が加速度的に進みつつある。プログラミング教育は，
2020年度小学校学習指導要領の全面実施から小学校プログラミング教育が必修化される。
　このような中，現行の「社会と情報」，「情報の科学」の2科目からの選択必履修を改め，全ての
生徒が学ぶ共通必履修科目として「情報Ⅰ」を設け，「情報Ⅰ」の発展的選択科目として選択履修
の「情報Ⅱ」を設けた。「情報Ⅱ」は，「情報Ⅰ」をベースとして，情報技術の発展に関する理解
を深めながら，情報システム，多様なデータの活用，コンテンツの創造を目指す。また，「情報Ⅱ」
では「情報Ⅰ」にない，情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究が設定されている。こ
のように，「情報Ⅱ」は情報の科学的な理解に，より一層迫ることとなる。
　本教材は，新たに設定された「情報Ⅱ」の内容はもとより，課題例や全体を通じた学習活動の
進め方についても，解説している。本教材が，情報科の楽しさ，面白さを生徒に充分感じさせる
授業づくりに寄与することを期待したい。

はじめに
　〜高等学校情報科「情報Ⅱ」　教員研修用教材発行にむけて〜

文部科学省初等中等教育局情報教育・外国語教育課
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（文部科学省委託事業 高等学校情報科教員研修用教材の作成検討委員会・主査 / 放送大学・教授）
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「情報Ⅱ」とは何か？序� 章

1
文部科学省の中央教育審議会答申（2016.12.21）で

は，「新たな価値を生み出していくために必要な力を
身に付け，子供たち一人一人が，予測できない変化に
受け身で対処するのではなく，主体的に向き合って関
わり合い，その過程を通して，自らの可能性を発揮し，
よりよい社会と幸福な人生の創り手となっていけるよ
うにすることが重要である」としている。
日本経済団体連合会の提言「Society5.0－ともに

創造する未来－」では，「Society5.0とは，創造社会
であり，『デジタル革新と多様な人々の想像・創造力
の融合によって，社会の課題を解決し，価値を創造す
る社会』である」としている。両者に共通しているの
は「価値の創造」であり，これがSociety5.0を生き
るために必要なものとして求められていると考えてよ
いだろう。

図表1　Society5.0 出典：「Society 5.0 - ともに創造する未来-」（（一社）日本経済団体連合会） 
http://www.keidanren.or.jp/policy/2018/095_honbun.pdf#page=7

Society5.0で必要な力

1「情報Ⅱ」で何を学ぶか
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「情報Ⅱ」のねらいは，「具体的な問題の発見・解決
を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて
情報と情報技術を活用するための知識と技能を身に付
けるようにし，適切かつ効果的，創造的に活用する力
を養い，情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与
するための資質・能力を養うことである」としている。
「情報Ⅰ」と比較すると，「適切かつ効果的」に加え

て「創造的に」という文言が加わり，「参画」だけで
はなく「発展に寄与」といった文言が加わっている。「情
報Ⅱ」は「情報Ⅰ」の履修を前提として設置された選
択科目であるため，このように「情報Ⅰ」より高度な
資質・能力の育成を目指している。これは，1で述べ
たSociety5.0で必要な力に通じるものである。

3で述べた「情報Ⅱ」で身に付けるべき資質・能力は，
「情報Ⅰ」の履修を踏まえて行われるものである。「情
報Ⅰ」の指導を行う際に，より進んだ内容や高度な技
術の必要性を生徒に感じさせるとともに，「情報につ
いてもっと学びたい」という意欲を持たせることで，
多くの生徒が「情報Ⅱ」を選択し，「新たな価値の創造」
を目指した学習を行うことになる。また，「情報Ⅱ」
の各分野を学ぶ中で，「情報Ⅰ」の内容を応用したり，
活用したりすることで「情報Ⅰ」で身に付けた資質・
能力が磨かれる。
また，「情報Ⅱ」で学ぶデータサイエンスは，数学

と連携して統計的な考え方を深めるとともに，データ
に基づいて科学的に考えることにより，「総合的な探
究の時間」などの内容を深めることにつながる。同様
に情報デザインの活用は，各教科・科目等の学習成果
をまとめたり，発信したりする際に大きな力となる。

更に，情報技術の発展による人の知的活動への影響に
ついて考えることは，生徒が自己のキャリア形成を考
える上で重要な視点を与える。
生徒の多様な学習要求に応えるとともに，生徒の情

報活用能力を高めたり，進路希望等を実現させたりす
るために，「情報Ⅱ」の履修と並行して，あるいは「情
報Ⅱ」の履修後に専門教科情報科の科目を履修させる
ことも可能である。
「情報Ⅱ」は，このように「情報Ⅰ」などとの縦の
連携を重視するとともに，他の各教科・科目及び「総
合的な探究の時間」などとの横の連携を行うことで，
生徒の情報活用能力をより一層高めることができる。
そのためには，すべての教職員が，生徒が習う教科・
科目の内容を知るとともに，地域，学校及び生徒の状
況等に応じて，適切なカリキュラム・マネジメントを
行うことが必要である。

2 「情報Ⅱ」のねらい

3 「情報Ⅱ」で身に付けるべき資質・能力

4 情報社会の進展と情報技術

｜序　章｜　「情報Ⅱ」とは何か？

知識及び技能
多様なコミュニケーションの実現，情報システムや多様なデータの活用
について理解を深め技能を習得するとともに，情報技術の発展と社会の
変化について理解を深めるようにする。

思考力，判断力，表現力等
様々な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題の発見・解決に向け
て情報と情報技術を適切かつ効果的，創造的に活用する力を養う。

学びに向かう力，人間性等
情報と情報技術を適切に活用するとともに，新たな価値の創造を目指し，
情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与する態度を養う。

「情報Ⅱ」では，身に付けるべき資質・能力を，次のように三つの柱に沿って示している。
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ここでは，情報技術の発展の歴史を踏まえて，情報
セキュリティ及び情報に関する法規・制度の変化を含
めた情報社会の進展，情報技術の発展や情報社会の進
展によるコミュニケーションの多様化や人の知的活動
に与える影響を理解するようにし，コンテンツの創造
と活用，情報システムの創造やデータ活用の意義につ
いて考える力を養う。こうした学習活動を通して，情
報社会における問題の発見・解決に情報技術を適切か
つ効果的，創造的に活用しようとする態度，情報社会
の発展に寄与しようとする態度を養うことが考えられ

る。
これらの学習を行うことで，「情報Ⅰ」の各項目を

振り返るとともに，上記の資質・能力の育成を行い，「情
報Ⅱ」の各項目の内容につなげることを期待している。
本教材では，このような授業を行うために教師とし

て必要な知識を過不足なくまとめるとともに，演習等
では，どのように授業を設計すればよいかを受講生に
考えさせるようにしている。研修では，知識の解説に
とどまらず，研修者同士のディスカッションなどを通
して，授業設計について深めるようにしてもらいたい。

ここでは，コミュニケーションを適切に行うために，
目的や状況に応じてコンテンツを制作し，発信する学
習活動を通じて，情報の科学的な見方・考え方を働か
せ，多様なメディアを組み合わせてコンテンツを制作
する方法やコンテンツを発信する方法を理解し，必要
な技能を身に付けるとともに，情報デザインに配慮し
てコンテンツを制作し評価し改善する力を養う。こう
した学習活動を通して，制作したコンテンツを適切か
つ効果的に発信しようとする態度，コンテンツを社会
に発信した時の効果や影響を考えようとする態度，コ
ンテンツを評価し改善しようとする態度を養うことが
考えられる。
これらの学習を行うことで，「情報Ⅰ」の（２）「コミュ

ニケーションと情報デザイン」で身に付けたメディア

の特性やコミュニケーション手段の特徴，情報デザイ
ンの考え方を活用し，深めることを期待している。
本教材では，このような授業を行うためにコンテン

ツの分析や制作，発信，分析，評価，改善について具
体的な例を基に実際の授業を意識して内容を展開した。
コンテンツの制作については，ペーパープロトタイピ
ングの手法を用い，教育センター等のICT環境への依
存をできるだけ減らしつつ，コンテンツ制作の流れが
分かるようにしている。研修では，実際にこれらを体
験することによって，授業のイメージをつかむように
してほしい。なお，研修施設及び学校等で適切なツー
ルの使用が可能である場合は，それらを用いてデジタ
ルな環境で実習を行うことも可能である。

2 コミュニケーションとコンテンツ

2「情報Ⅱ」の概要と研修の進め方

1 情報社会の進展と情報技術

ここでは，情報の科学的な見方・考え方を働かせて，
問題を明確にし，分析方針を立て，社会の様々なデー
タ，情報システムや情報通信ネットワークに接続され
た情報機器により生成されているデータについて，整
理，整形，分析などを行う。また，その結果を考察す
る学習活動を通して，社会や身近な生活の中でデータ
サイエンスに関する多様な知識や技術を用いて，人工

知能による画像認識，翻訳など，機械学習を活用した
様々な製品やサービスが開発されたり，新たな知見が
生み出されたりしていることを理解するようにする。
更に，不確実な事象を予測するなどの問題発見・解決
を行うために，データの収集，整理，整形，モデル化，
可視化，分析，評価，実行，効果検証などの各過程に
おける方法を理解し，必要な技能を身に付け，データ

3 情報とデータサイエンス
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｜序　章｜　「情報Ⅱ」とは何か？

ここでは，実際に稼働している情報システムを調査
する活動や情報システムを設計し制作する活動を通し
て，情報の科学的な見方・考え方を働かせて，情報シ
ステムの仕組み，情報セキュリティを確保する方法，
情報システムを設計しプログラミングする方法を理解
し，必要な技能を身に付けるようにするとともに，情
報システムの制作によって課題を解決したり新たな価
値を創造したりする力を養う。こうした活動を通して，
情報システムの設計とプログラミングに関わろうとす
る態度，自分なりの新しい考え方や捉え方によって解
決策を構想しようとする態度，自らの問題解決の過程
を振り返り，改善・修正しようとする態度，情報セキュ
リティなどに配慮しようとする態度を養う。

これらの学習を行うことで，「情報Ⅰ」の（３）「コ
ンピュータとプログラミング」，（４）「情報通信ネッ
トワークとデータの活用」，「情報Ⅱ」の（３）「情報と
データサイエンス」で身に付けた資質・能力を伸ばす
ことを期待している。また，他教科等においても表現
手段の一つとしてプログラミングを用いるなどの活用
も考えられる。
本教材では，具体的な例を挙げて情報システムの理

解と制作について解説するとともに，これを実際に行
うための演習を準備している。また，これらを学ぶた
めに必要な環境構築の仕方についても記載しているの
で，実際にコンピュータを使った実習を取り入れて研
修を進めるようにしてほしい。

4 情報システムとプログラミング

ここでは，教科の目標に沿って，地域や学校の実態
及び生徒の状況に応じて情報と情報技術を活用して問
題発見・解決の探究を通して，情報の科学的な見方・
考え方を働かせて，情報と情報技術を適切かつ効果的
に活用するための知識及び技能の深化・総合化，思考
力，判断力，表現力等の向上を図る。
また，このような活動を通して情報社会における問

題の発見・解決に情報と情報技術を適切かつ効果的に
活用しようとする態度，新たな価値を創造しようとす
る態度，情報社会に参画しその発展に寄与しようとす
る態度を養う。

これらの学習を行うことで，「情報Ⅰ」及び「情報Ⅱ」
の（１）〜（４）までで身に付けた資質・能力を伸ばす
とともに，他教科等とも積極的に関連を図ることが考
えられる。
本教材では，「情報社会と情報技術」，「コミュニケー

ションのための情報技術の活用」，「データを活用する
ための情報技術の活用」，「コンピュータや情報システ
ムの基本的な仕組みと活用」について例を挙げる程度
にとどめているが，実際の授業では，様々な探究が行
われる。企業や大学等と連携することも大切である。

5 情報と情報技術を活用した問題発見・解決の探究

に基づいて科学的に考えることにより問題解決に取り
組む力を養う。こうした活動を通して，データを適切
に扱うことによって情報社会に主体的に参画しその発
展に寄与しようとする態度を養う。
これらの学習を行うことで，「情報Ⅰ」の（３）「コ

ンピュータとプログラミング」で身に付けたモデル化
やプログラミング，（４）「情報通信ネットワークとデー
タの活用」で身に付けたデータの種類や特性及び活用
に関する資質・能力を伸ばすとともに，「数学B」を
履修する場合は，（２）「統計的な推測」などとの相互
の関連を図ることを期待している。また，「総合的な
探究」などの他教科等で，ここで身に付けた資質・能

力を発揮してデータに基づく客観的な主張ができるよ
うにすることも大切である。
本教材では，具体的な事例を挙げて，データを適切

に扱うこと，機械学習，人工知能などについて解説す
るとともに，これを身に付けるために必要な演習を準
備している。ここでは，数学科における学習内容と関
連する部分も含むが，数学や統計学の専門的な内容に
深入りすることなく，可視化やソフトウェアによる処
理の結果を基に，その概念を理解するようにしてほし
い。また，これらを学ぶために必要な環境構築の仕方
についても記載しているので，実際にデータを扱う操
作をしながら研修を進めてほしい。
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本教材は，「情報Ⅱ」の指導に携わる高等学校情報
科担当教員の指導力を高め，生徒の資質・能力の育成
及びICT機器の適切な利活用を推進することを目的と
して作成されたものである。都道府県等の研修におい
て教員研修用教材として活用するだけではなく，高等
学校情報科担当教員が個人で活用することも想定して
いる。
第１章では「（１）情報社会の進展と情報技術」，第

２章では「（２）コミュニケーションとコンテンツ」，
第３章では「（３）情報とデータサイエンス」，第４章
では「（４）情報システムとプログラミング」，第５章
では「（５）情報と情報技術を活用した問題発見・解決
の探究」について，それぞれまとめている。
特に第５章については，この科目のまとめとして位

置付けられており，生徒の興味・関心や学校の実態に
応じて，情報社会と情報技術，コミュニケーションの
ための情報技術の活用，データを活用するための情報
技術の活用，コンピュータや情報システムの基本的な
仕組みと活用の中から１つ又は複数の項目に関わる課
題を設定して問題の発見・解決に取り組ませる内容と
なっている。本教材では，それぞれの項目について事
例を記載している。

各章の冒頭には「本単元の学習内容」が記載されて
おり，巻末には「全体を通じた学習活動の進め方」が
記載されている。また，各単元に沿った学習活動が４
～８個取り上げられており，各学習活動について「研
修内容」「学習活動と展開」が掲載されている２部構
成となっている。
「研修内容」については，情報科担当教員が研修に
おいて学ぶ内容が記載されており，「学習活動と展開」
については，情報科担当教員が研修で学んだ内容を踏
まえて実際に授業を行う際，生徒に学習活動を行わせ
るための展開例及び指導上の留意点について記載され
ている。研修を受講する際は，情報Ⅱについて学ぶと
ともに，生徒に情報科担当教員自身がどのような授業
を展開するかについても考えながら受講いただきたい。
なお，各学習活動に関連した教材等（教師が提示し

たり生徒が学習活動時に活用したりすることが可能な
サンプルコード，サンプルデータ等）については，
Webページよりダウンロード可能となっている。こ
ちらについても，生徒に授業を展開する際に是非活用
いただきたい。
なお，本教材のPythonのコードについては，Py-

thon3にて動作確認を行っている。

3 本教材の使い方

1 本教材の位置付け

第1章 情報社会の進展と情報技術

学習1 情報社会の発達と社会や人への影響

学習2 情報セキュリティの必要性

学習3 コミュニケーション手段の多様化

学習4 コンテンツの創造と活用の意義

学習5 人に求められる資質・能力の変化

学習6 将来の情報技術と社会

第2章 コミュニケーションとコンテンツ

学習7 コンテンツの分析とメディアの組み合わせ

学習8 プロトタイプの作成

学習9 コンテンツの制作と改善

学習10 コンテンツの発信と改善
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情報科担当教員が個人あるいは都道府県等の研修に
おいて活用し，指導力を向上することを目的としてい
る。１つの学習項目あたり２時間程度の研修実施を目
的とした分量が記載されている。
冒頭には「研修の目的」として研修で身に付ける項

目が記載されており，それに沿った研修内容となって
いる。また，複数の演習が用意されており，情報科担
当教員自身が考えることを促す内容となっている。単
なるスキル向上や知識獲得にならないよう，研修を受
ける目的を常に意識しながら，受講いただきたい。

情報科担当教員が実際に授業を行う際に，参考資料
として活用することを想定しており，研修で身に付け
た内容を，学習活動として授業にて展開した際の具体
例が記載されている。２コマ（２時間程度）の授業実施
を目安とした分量が記載されている。なお各展開の学
習活動の所要時間については記載していない。これは
教員によって展開の仕方や重点の置き方が異なること

を考慮したものである。
各展開には，生徒の興味・関心を引き出すために情

報科担当教員から投げかける「問い」や指導上の留意
点について具体的に記述している。本資料を参考にす
ることで，主体的・対話的で深い学びの実現に向けて，
生徒が主体的に試行錯誤し，協働的に問題解決に取り
組めるような授業展開を考えていただきたい。

3 「学習活動と展開」について

2 「研修内容」について

｜序　章｜　「情報Ⅱ」とは何か？

第3章 情報とデータサイエンス

学習11 データと関係データベース

学習12 大量のデータの収集と整理・整形

学習13 重回帰分析とモデルの決定

学習14 主成分分析による次元削減

学習15 分類による予測

学習16 クラスタリングによる分類

学習17 ニューラルネットワークとその仕組み

学習18 テキストマイニングと画像認識

第4章 情報システムとプログラミング

学習19 情報システム全体の情報の流れ

学習20 情報システムの情報セキュリティ

学習21 情報システムの表し方

学習22 情報システムの分割と設計

学習23 分割したシステムの制作とテスト

学習24 分割したシステムの結合とテスト

学習25 情報システムの評価・改善

第5章 情報と情報技術を活用した 
問題発見・解決の探究

活動例1 情報社会と情報技術

活動例2 コミュニケーションのための情報技術の活用

活動例3 データを活用するための情報技術の活用

活動例4 コンピュータや情報システムの基本的な仕組みと活用

図表1　本教材で取り扱う内容
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4 「研修内容」のページ構成

16 17

｜第 1章｜　情報社会の進展と情報技術

⃝�インターネット，コンピュータ及び携帯電話などの情報技術の発達が社会や人の生活に与えた
影響を理解させる授業ができるようになる。

⃝�社会の変化に伴い，情報セキュリティ技術の必要性が増したことや情報セキュリティに関連す
る法律が整備されていることを理解させる授業ができるようになる。

⃝�情報技術の発展や情報社会の進展の歴史を踏まえ，将来の情報技術と情報社会への影響につい
て考える力を養う授業ができるようになる。

情報社会の発達と社会や人への影響

研
修
の
目
的

研修内容

1
学 習

1 コンピュータの処理能力の向上
今までのコンピュータの処理能力向上は，主に半導

体の集積技術の向上を中心に行われてきた。
1947年に半導体の最も基本的な素子であるトラン

ジスタが発明され，以後，1960年代には，トランジ
スタや抵抗などの複数の素子を一つの回路としてまと
めたIC，1970年代には大規模集積回路であるLSIと
して進化していくことになる。

CPUの性能は，製造プロセス，すなわち回路をど

のくらいの細かさで作成できるのか，ということが大
きく関係している。この数値が小さくなればなるほど，
単位面積あたりに入るトランジスタ数も増え，動作速
度が速くなり，また，消費電力も小さくなる。製造プ
ロセスが微細化されると動作速度が速くなるのは，諸
条件が等しければ光・電子の速度が一定だからである。

世界初のマイクロプロセッサは1971年に登場した
とされているが，このプロセッサは4ビットCPUで，

トランジスタ数は2,300個といわれている。その後，
CPUの処理能力はどんどんと高められていくことに
なり，2017年には，64ビット，トランジスタ数は実
に約10億個以上まで集積されている図表１。

1965年にCPU製造会社の創業者の一人であるゴー
ドン・ムーア氏が，自らの論文で『半導体素子に集積
されるトランジスタ数が1965年まで， 1年に2倍の割
合で増加した事実から，1975年には65,000個の素子
が集積されるだろう』という「予測」を発表した。当
時はまだ予測にすぎなかったが，これ以後，40年以
上にわたり「半導体素子に集積されるトランジスタ数
は，18カ月から24カ月で倍増する」という「ムーア
の法則」の裏付けとなったといわれている。このこと
は，言い換えると，半導体の性能は，おおよそ2年後
には倍になり，また，求める半導体の機能や性能が同
じ場合は，2年後にはコストを大幅に減らすことがで
きることが分かる。

2000年代後半になると，半導体の微細化が限界に
近づいていることや，消費電力の関係で周波数を上げ
ることが難しくなっているといわれ始めた。そのため，

従来の方法ではなく，1チップに複数のコアを集積し，
並列動作させることによって性能を向上させる方法が
とられたり，また，量子コンピュータなど，従来とは
動作原理の異なる技術によって性能を向上させたりす
る研究も進められている。

このように，技術が発達することにより，コンピュー
タの処理速度は向上し，また同時に，小型化，省電力
化，低価格化が進んでいくことになる。結果，大きな
コストをもとに企業や専門家が特定の業務などに用い
ていたコンピュータは，個人が気軽に様々な用途に用
いることができるようになり，更に，スマートフォン
などの普及によって，一人一人がいつも身に付け持ち
運びながら手軽に利用できるツールと化してきたこと
を押さえておきたい。また，今後も，更なる「処理速
度の向上」「小型化」「省電力化」「低価格化」によって，
コンピュータは身の回りにあるあらゆるものに搭載さ
れ，それらが連携し，より私たちの生活になくてはな
らないものに変化していくことをイメージさせるよう
にするとよいだろう。

年とともに，コンピュータは処理速度が速く，また消費電力が小さくなり，更にコストも安くなってきて
いることから，コンピュータの形や大きさはどのように変わり，その役割はどう変わってきましたか。具
体例を挙げてみましょう。また，このことを生徒に実感させるための指導例を考えてみましょう。

E X E R C I S E演習 1

2 記憶装置やモニタ画面の高性能化・微細化
コンピュータの処理能力の向上は，そのデータを扱

う記憶装置にも大きな変化をもたらした。
1970年代より，外部記憶装置としてフロッピーディ

スクドライブ（FDD）が利用され始めるようになった。
フロッピーディスクには8インチ，5.25インチ，3.5
インチなど複数の規格があったが，3.5インチ1.44メ
ガバイトのものが，大きさも手頃であり，最終的によ
く利用されるようになった。

1980年代までに一般の人々の間で利用されていた，
当時マイコンと呼ばれ，今はパソコンと呼ばれている
コンピュータでは，当時のハードディスクが高価で
あったため，ソフトウェアのシステムプログラムや
データを複数枚のフロッピーディスクに格納させ，使

いたいディスクをドライブに入れ替えて電源を入れ立
ち上げ利用するような，その都度目的に合わせた専用
のマシンとして利用されていた。また，そのソフトウェ
アを十分に活用するためには，それぞれ独自の利用方
法の習熟が必要となるような状況であった。

フロッピーディスクは読み書き速度が非常に遅く，
また，容量も少なかったため，ハードディスクが安価
になり普及し始めると，起動ディスクとしては急速に
利用されなくなったが，読み書きが簡単にできるデー
タ交換・配布・記録用の安価な媒体として，2000年
代まで広く利用された。

コンピュータにハードディスクが内蔵されるように
なると，電源を切らずにソフトウェアを切り替えたり，図表1　主なCPUのおおよそのトランジスタ数 出典：�Wikipedia�「ムーアの法則」　主要なCPUにおけるトランジスター数の推移をもとに作成�

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A0%E3%83%BC%E3%82%A2%E3%81%AE%E6%B3%95%E5%89%87

10,000,000,000

1,000,000,000
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10,000,000

100,000

10,000

1,000
19801970

（トランジスタ数）

1990 2000 2010（年） 2020（年）

時期 トランジスタ数

1970年代 1万

1980年代 10万

1990年代 100万

2000年代 1000万

2010年代 1億

2020年代 10億

本　　文
研修で学習する内容について，文章で示す。

演　　習
研修で学習する内容に関連した演習を示す。

研修の目的
研修で身に付ける項目を示す。

図　　表
研修で学習する内容について， 

イラスト・表・グラフ・プログラム等で示す。
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本教材を執筆するにあたり，高等学校学習指導要領（平成30年告示）※1，高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 情報編※2，
教科書等を参考としている。（教科書については，高等学校用教科書目録※3に記載のもの。）

その他，各学習活動の研修内容を執筆するにあたり，参考とした書籍・Webサイトについては，各研修内容の最後の【参考文献・
参考サイト】に明記している。なおWebサイトについては，作成当時に掲載されているものを参照している。
※1　https://www.mext.go.jp/content/1384661_6_1_3.pdf
※2　https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf
※3　http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/mokuroku.htm

5 「学習活動と展開」のページ構成

22 23

｜第 1章｜　情報社会の進展と情報技術

まとめ

ま と め

⃝�情報技術の発展は今後も続いていき，それは，通信速度や処理速度の高速化が後押しする
とともに，多くの機能が開発され，更にそれらがシステムとして機能していく，という視
点が大切であることを強調する。

⃝�その際，技術的視点だけでなく，セキュリティポリシーなど，組織的な対応や新たな法な
ども必要になっていくことを確認する。

⃝�また，私たち自身も，これらの変化に対応した，新たな能力や考え方を身に付けていく必
要があることを強調する。

展開　

問　い
新しい機能やサービスが提供されるようになると，社会や人にどのような影響を与えたのか
考えよう。

学習活動
⃝�それぞれの場面で，社会や人に具体的にどのような影響があったのか，人々はその機能を
用いてどのようなことをするようになったのかを考える。

⃝�個人で考えた後，グループ内で発表する。

指導上の
留意点

⃝�例えば , カメラがついたことにより手軽に画像を記録として残すようになったことや , 撮
影した写真をその場で他の人に送信する文化が芽生えたなど , 具体的な例について挙げさ
せるようにする。

⃝�否定的なことではなく , どのように便利になっていったのか , どのように行動が変化して
いったのか等について触れるように指導する。

2

展開　

問　い スマートフォンの将来とそれに必要な情報セキュリティについて考えよう。

学習活動
⃝�今後のスマートフォンを利用する際に必要な情報セキュリティやルールなどについて考える。
⃝�グループでまとまった意見を全体に発表する。

指導上の
留意点

⃝�いろいろなモノがネットワークにつながり，そのコントロールの中心がスマートフォンに
なっていく，という前提で考えさせる。

⃝�どのような機能が付加されている可能性があるかを考えさせるとともに，その機能に対して，
どのようなセキュリティ対策や法・ルールの整備が必要になるだろうかについて考える。

⃝�生徒の状況によっては，あらかじめ教員が機能を提示した上で，セキュリティ対策や法の
整備を考えさせるという方法も考えられる。

3

学習活動とそれを促す問い

問　い 学習活動

展  開
1

携帯電話の機能やサービスの歴史
を調べよう。

携帯電話の歴史が分かるサイトを検索し，機能やサー
ビスがどのように変化してきたのかを，その技術的
背景とともに調査し，スライドに簡単にまとめる。

展  開
2

新しい機能やサービスが提供され
るようになると，社会や人にどの
ような影響を与えたのか考えよう。

新しい機能やサービスが提供されたとき，社会や人
にどのような影響を与えたのかをそれぞれ個人で考
え，グループ内で発表する。

展  開
3

スマートフォンの将来とそれに必
要な情報セキュリティについて考
えよう。

グループ内発表をもとに，スマートフォンがあらゆ
るものにつながったと仮定したときに必要な情報セ
キュリティについて話し合う。

展開　

問　い 携帯電話の機能やサービスの歴史を調べよう。

学習活動
⃝�携帯電話の歴史が分かるサイトを検索する。
⃝�機能やサービスがどのように変化してきたのかを，その技術的背景とともに調査し，スラ
イドに簡単にまとめる。

指導上の
留意点

⃝�信頼できるサイトをもとに調査するように注意させる。
⃝�携帯電話はショルダーフォンからのものを扱い，スマートフォンなどを含めて「移動通信」
とする。

⃝�技術的・機能的背景については通信速度や暗号化，認証方法，カメラの有無，扱えるメディ
アなど，サービスについては定額制やインターネット接続の有無，アプリの種類などとい
う視点を用いる。

携帯電話の歴史について，その時々に利用することができた機能やサービスの技術的背景
を調べることによって，将来の技術について考え，社会や人への影響や，情報セキュリティ
に関連する法や技術の必要性について考える。

学習活動
の目的

1

学習活動と展開

展　　開
学習活動を進めていくための展開を段階的に示す。

指導上の留意点
各展開について指導する際の

留意点について示す。

学習活動の目的
学習活動を通じて， 

生徒に身に付けさせたい項目を示す。

問　　い
学習活動を促すため生徒に投げかける問いを示す。

｜序　章｜　「情報Ⅱ」とは何か？
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https://www.mext.go.jp/content/1384661_6_1_3.pdf
https://www.mext.go.jp/content/1407073_11_1_2.pdf
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/kyoukasho/mokuroku.htm
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